
問題4．命題6．25において，与えられた即も結論の直和分解Ⅴ＝坑①坑㊥…①仇

から定まるVから杭への射影に等しいことを示せ．

命題6・25　fH盲＝1，…，γ）がベクトル空間Vの射影子で，

哀≠Jならば彗巧＝0，旦＋為＋…＋汽＝丁

を満たすならば，Im彗＝抗とおくとき，

Ⅴ＝坑0こち0…㊥払

となる．

（解答）　ろ＋残＋…＋汽＝丁を満たすので，

蔦（巧＋残＋…＋吊）＝蔦

が成り立つ・さらに，豆≠ブならば蔦ろ＝0を満たすので，

彗2＝蔦

が成り立つ．

また，任意のγ∈Vは一意的に

γ＝叫＋祝2＋…＋叫，叫∈坑（壱＝1，2，・‥，γ）

と表すことができる．Imろ＝仇，Imfち＝抗，…，Im汽＝仇より，ある

γ1，γ2，…，叫∈Vが存在して，

賞（仇）＝叫，為（γ2）＝祝2，川，汽（叫）＝叫

が成り立つ・壱≠ブならば蔦ろ＝0を満たすので，

彗（可＝彗（叫＋祝2＋…＋叫）

＝彗（勘）＋蔦（祝2）＋…＋蔦（叫）

＝彗ろ（机）＋書残（γ2）＋…＋君島（叫）

＝彗2（明）＝蔦（明）＝叫

が成り立つ．

よって，蔦は，Vから杭への射影に等しいことが示せた．

ポイント：盲≠Jならば残雪＝0，汽＋為＋…＋吊＝丁を満たすならば，

蔦2＝昂が成り立つ．

任意のγ∈坑0坑牒・‥0仇は一意的に

γ＝叫＋祝2＋…＋叫，叫∈坑（哀＝1，2，…，γ）と表すことができる．

Imろ＝巧ならば，任意のり∈巧に対し，あるり∈Vが存在して，

ろ（り）＝叫を満たす・

本問題は，任意のγ＝叫＋‥㌧＋叫∈Ⅴ（叫∈仇，‥t，叫∈仇）に対し，

書（可＝叫を示せばよい．


